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１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

④ 組　織

（２）

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まな

施 設 利 用 率 52.0

施 設 数

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

2

0.928

昭 和 37 年 3 月 31 日

浄水場設置数

配水池設置数

計 画 給 水 人 口 63,630

これまでの主な経営健全化の取組

〇経営体制の効率化
　平成28年10月より、石岡市簡易水道事業を湖北水道企業団水道事業に統合することで、効率的な経営体制を確立することとした。

〇収益確保及び経費の削減
  検針、開・閉栓、料金徴収業務及び水道施設運転管理業務について、民間委託を導入している。

平 成 9 年 4 月 1 日

計 画 期 間 ：

5

～

管 路 延 長

水 源

供 用 開 始 年 月 日

現 在 給 水 人 口
平成　28　年度末　　　53,155
平成　29　年度末　　　52,889法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）

・ 非 適 の 区 分
法適全部

職　　　　　員　　　　　数

事　業　運　営　組　織

　組織は、事務局長の下、総務課と施設課の2つの課から
なり、総務課は、庶務、財政、業務の3グループ、施設課
は、管理、施設、給配水の3グループである。

（１）料金体系の概要
　基本料金と従量料金による二部料金制としており、一般用４段階の逓増型従量料金制である。

（２）料金体系の考え方
　地方公営企業法の受益者負担の原則に沿った独立採算制及び水道法の適正な原価、健全運営の確保等を
基本に、適正な料金水準を満たす料金体系を設定している。

平成30年3月31日(H29年度末)現在の職員数は事務職員が15名、技術職員が8名、フルタイム再任用勤務職員
1名の計24名である。

事業の現況

*1　「広域化」とは、①事業統合、②経営の一体化、③管理の一体化、④施設の共同化をいい、それぞれの内容は以下のとおりである。なお、将来の広域化に向けた他団体との勉強会
の設置や人事交流等について説明すべきものがあればその内容も記載すること。
①経営主体も事業も一つに統合された形態、②経営主体は一つだか、認可上、事業は別の形態、③維持管理業務や総務系の事務処理などを共同実施あるいは共同委託等により実施
する形態、④浄水場、配水池、水質試験センターなどの施設を共同保有する形態

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

湖北水道企業団

水道事業

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 36,900 ㎥／日

湖北水道企業団水道事業　経営戦略

335.8

千ｍ

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他



（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

料金収入の見通し

※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

１．増加する更新需要に対する対応
　管路及び施設の更新需要が大幅に増加すると予想されることから、更新事業量に対する事務内容や事務量の検証を行い、それらに柔軟か
つ効率的に業務が行える組織体制を構築する。また、水道事業を効率的に運営するため、民間委託の範囲、官民連携の在り方や水道事業者
同士の連携・広域化についても検討を進める。
２．技術継承
　経験豊かな職員の技術を継承するため、中長期的な視点で職員教育を計画する。また、民間事業者の持つノウハウを活用するなど、業務を
より効率的に進めることについても検討を進める。

水需要の予測

施設の見通し

組織の見通し

　本道事業は、2の浄水場と5の配水池を有しており、水源は、地下水及び県水受水である。
　給水人口減に伴う水需要の減少が見込まれるため、施設更新時に施設のダウンサイジング及び廃止について検討する。
　また、自己水（地下水）と県水受水の比率についても、非常時等の対応方法を含めて検討を進める。

　今後、給水人口減に伴う水需要の減少が見込まれ、健全な経営を確保するために料金水準の見直しが必要となる。したがって、水道事業の
健全経営を維持するため、逐次料金の見直しを行う。

　 給水人口は、実績の減少傾向が続き、平成29年度が52,889人(実績)、令和10年度には46,730人まで減少すると予測される。

　給水量は平成20年度以後、増加に転じた年度もあるが全体的には減少傾向が続いている。
　一日最大給水量は、平成29年度実績の21,306㎥/日に対して、令和10年度は19,790㎥/日と、約7.1パーセント減少すると予測される。
　一日平均給水量も、平成29年度実績は19,170㎥/日に対して、令和10年度は17,240㎥/日と、約10.1パーセント減少すると予測される。

給水人口の予測

  平成29年度の経営状況は、別紙１の経営分析表に示すとおりである。
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

１．事業概要
　本水道事業は、昭和37年3月31日に厚生大臣より事業認可を受けて、旧石岡市（三村・関川地区除く）及び旧玉里村の高崎地区を給水区域
として、昭和40年4月1日に給水を開始した。また、平成28年10月より三村地区簡易水道事業を統合して広域化を図った。今後は、「湖北水道
企業団水道事業ビジョン（令和元年12月策定）」で示す理想像「安全・安心し、安全な水が飲めるて水道」、「強靱・災害に強く、安定供給できる
水道」、「持続・長期的に、安定した経営が持続可能な水道」の実現に向け、事業を実施していく。
２．基本理念
　「地域と未来をつなぐ湖北の水道」を基本理念として、将来の需要減に伴う料金収入の減少に対応しつつ、安全で安定した水道を目指す。
３．基本方針
　施設については、耐震化と併せた老朽化対策を行い、管路については老朽管を優先的に計画な更新を実施していく。また、業務の効率化等
による費用の削減や広域化による人材・技術力の確保や施設の統廃合を考慮していく。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

各費目の算定条件は、別紙３に示すとおりである。

目 標
　施設の耐震化や水質課題への対応を積極的に取り組みつつ、既存施設の老朽化対策として管路や設備の計
画的な更新整備を進める。

目 標
 経営努力により事業コストの縮減を図りながら、投資の財源となる企業債の抑制や支払利息の軽減に努め、経
営の健全化を図り、必要に応じて料金水準・体系の見直しを行う。

②　収支計画のうち財源についての説明

（計画期間内に実施する主な投資の内容）
〇施設の耐震化
　耐震性能が満足していないと想定される施設を対象に耐震診断を実施して施設の耐震化を進める
〇水質課題への対応
　玉里新配水場に除マンガン設備の導入検討を進めて、安全な水の供給に配慮する。
〇老朽管の計画的な更新
　重要路線などを考慮して、老朽化した配管の更新優先度を検討し計画的な管路更新を実施する。

ア 主な収入の積算の考え方
〇料金収入
　　現行料金体系を基本として推計している。
〇企業債
　　可能な限り発行額の抑制に努めることを基本に積算している。
〇料金に関する事項
　　収納率を向上させるため、収納方法の拡充について検討を行う。
〇省エネルギーの推進
　　エネルギー効率の優れた機器更新や再生可能エネルギー利用の検討を行う。

投資・財政計画（収支計画）　：　 別紙２に示すとおりである。



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資について検討状況等

②　財源について検討状況等

③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

　水道ビジョンなどの計画見直し（PDCAサイクル）に併せて、新たな課題や財源確保等についの検証
に基づいた策定内容の見直しを行う。

施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等 の
投 資 の 平 準 化

　施設台帳の整備を進めてアセットマネジメントのレベル向上に取り組むことで、施設・設備の長寿命
化を図りながら効率的な施設の更新を進める。

広 域 化
近隣水道事業体との広域連携を検討し、重複する業務の効率化や人件費の抑制を図ることで運営基
盤の強化を目指す。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組

　可能な限り発行額を抑制することを基本とし、企業債残高対給水収益比率の推移を注視しながら適
正な借入額の検討を行う。

　これまでは水道料金徴収業務や浄水場運転管理業務などを民間業者へ委託して、経営の効率化を
図ってきた。
　今後、より効率的な経営を進めるために、その委託範囲や官民連携のあり方について検討する。

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

そ の 他 の 取 組

　現行の料金体系では、平成36年度以降に赤字が見込まれることから、料金水準の見直しによる収
入の増額を検討する。

　これまでの浄水場運転などの個別委託から、委託範囲の拡大、包括的委託など、多様な委託方式
の導入の可能性を新たに検討していく。

　施設・設備の維持管理データの蓄積や点検調査の基準化により、適切な保守点検を検討すること
で、突発的な修繕費用を削減するとともに、施設・設備の長寿命化を図る。

　エネルギー効率の優れた機器更新や再生可能エネルギー利用の検討を行う。
動 力 費

職 員 給 与 費

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

 大口定期預金や県債及び国債証券等による資金運用を行い、収益（預金利息）を確保している。今
後もこれらの取組みを継続し、収入増加を図り、健全な事業経営に努めていく。

そ の 他 の 取 組

企 業 債

*2　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など

　社会情勢との適合を基本的な考え方とし、人事院勧告や事業の経営状況等を踏まえながら、引き続
き給与の適正化に取り組んでいく。

委 託 料

修 繕 費

繰 入 金

　将来の水需要を把握し、施設更新時に統廃合やダウンサイジングの検討を行う。

　将来の水需要を把握し、施設のダウンサイジングや配管口径の縮径の検討を行う。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け
　 た取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

経常収支比率や給水原価については事務事業・委託・工
事発注方式等の見直し，新技術工法工事等のコスト縮減
による維持管理費の削減，更なる受水費値下要望の実現
等により改善させたい。
施設利用率については，財政状況・費用対効果・緊急性
を考慮し，優先順位を決めて整備を進めていくと同時に
ダウンサイジングの計画を立案実行し改善を図りたい。
有収率については，漏水調査に重点的な予算配分を行う
とともに，調査を計画的に行い，漏水原因箇所を改善
し，有収率の向上と安定給水を続けていく。
老朽化管路及び施設の更新は，今年度策定した経営戦略
をもとに行うが、あくまで現有資産をそのままの機能
(容量，性能)で更新した場合のため，今後は，将来水需
要予測に応じた必要機能の検討や施設統廃合を含む将来
建設費用を算出し，中長期的な施設整備事業計画を策定
する必要がある。「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

【有形固定資産減価償却率】老朽施設・管路の更新財源
を財政健全化の観点から企業債ではなく自己財源の支出
可能範囲内で管路・施設の更新を進めていたため，依然
として類似団体平均値を上回っている。今後，経営戦略
をもとに財政状況を鑑みながら更新等を積極的に実施し
なければならない。
【管路経年化率】当企業団は類似団体より法定耐用年数
を超過した管路が非常に多く，他団体よりも管路更新の
重要性が高い。今後，経営戦略をもとに管路更新を行わ
なければならない。
【管路更新率】若干改善しているが,このペースではす
べての更新に約180年必要となる。今後，経営戦略をも
とに老朽管更新のペースを上げなければならない。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

【経常収支比率】昨年度より比率が低下しているが，こ
れは，電気機械設備修繕費が増加したことが主な要因で
ある。今後，今年度策定した経営戦略による管路や設備
等の更新を行う場合にも，100％以上の健全な水準を保
つ必要がある。
【流動比率】昨年度より比率が低下しているが，これ
は，年度末の工事が多かったことにより，未払金が増加
したことが主な要因である。今後，経営戦略による管路
や設備等の更新があり，これに多額の資金が必要で現金
預金の減少が予想されるが，高い比率を維持できるよう
注視が必要である。
【企業債残高対給水収益比率】良好な数値だが,今後，
経営戦略により，企業債の借入を行う予定であるため，
この数値を注視しながら計画的な借入を行っていく必要
がある。
【料金回収率・給水原価】構成団体から下水道料金等徴
収業務を受託し徴収業務費用を計上しているため給水原
価が高くなる一方で，同受託に伴う収入は供給単価に反
映されないため，類似団体平均値と比較し料金回収率が
低くなっている。
【施設利用率】配水量の減少に伴い年々数値が低下して
いる。数値の状況から現有施設ダウンサイジングの検討
が必要である。
【有収率】東日本大震災により有収率は大幅に低下した
が,漏水調査への費用投下や配水管布設替により改善し
てきているが，然しながら有収率のさらなる改善が必要
である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 75.93 41.56 4,136 52,889 68.03 777.44 【】

- - ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 自治体職員 -

経営比較分析表（平成29年度決算）
茨城県　湖北水道企業団

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

41275 41640 42005 42370 42736

当該値 0.52 0.35 0.22 0.45 0.56

平均値 0.83 0.72 0.71 0.71 0.75
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 103.31 99.83 108.37 106.01 105.77

平均値 107.8 111.96 112.69 113.16 112.15
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 50.98 53.05 54.4 51.94 53.21

平均値 39.65 45.25 46.27 46.88 46.94
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 0 0 29.28 29.08 29.3

平均値 9.71 10.71 10.93 13.39 14.48
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①経常収支比率(％)

41275 41640 42005 42370 42736

当該値 0 0 0 0 0

平均値 4.39 0.41 0.54 0.68 1
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 409.45 323.87 343.87 364.31 305.86

平均値 739.59 335.95 346.59 357.82 355.5

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

41275 41640 42005 42370 42736

当該値 104.86 97.49 87.82 156.4 148.33

平均値 324.09 319.82 312.03 307.46 312.58
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 96.93 94.06 103.06 100.2 100.43

平均値 99.46 105.21 105.71 106.01 104.57
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 225.08 232.41 212.66 217.69 218.2

平均値 171.78 162.59 162.15 162.24 165.47
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 52.9 51.94 52.56 52.82 51.95

平均値 59.68 59.17 59.34 59.11 59.74
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41275 41640 42005 42370 42736

当該値 88.39 88.88 88.25 89.86 90.25

平均値 87.63 87.6 87.74 87.91 87.28
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】
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